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あらまし：情報系学生を対象にアパレル産業のビジネスモデルにおける IT活用を主題とする学習手法を
開発した．題材は学習者の既有知識や経験に結びつくよう，身近な UNIQLO とした．主題に関するビデ
オの視聴やレポート提出, 他者の書いたレポートを閲読する等の学習主題の理解を深化させる学習手法
を使用した．学習主題の理解状況と学習手法の妥当性をレポートとアンケートより評価した． 
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1. はじめに 
近年，企業が ITを経営に活用する事例が増えてい
る．企業が直面する課題や利益増大のポイントを現

状の経営と照らし合わせ，ITを活用し，解決する能
力が求められる. 本研究では実際に企業が ITを活用
した事例をあげ，学習者にビジネスモデルの観点か

ら IT活用の意義を学習させる．  
 

2. 学習主題 
題材はアパレル産業におけるビジネスモデルであ

る製造小売業(以下 SPA：Specialty store retailer Private 
label Apparel)	 とし，UNIQLOを事例として取り上
げた．公開情報や文献等の既成事実に基づき，以下

の(1)〜(3)の学習主題を設定した． 
(1) 余剰在庫問題 
近年，衣服の供給量が増加し続け 2017 年には約

14億点の衣服が廃棄されている．アパレル業界は各
業務工程を別の事業主によって構成している事が多

く，企画する会社と販売する会社が違うため情報の

やりとりが円滑に行えない．アパレル業界の構造的

な問題であり，ニーズやトレンドの解析に必要なデ

ータが無駄になっている． 
(2) UNIQLOの SPA 

SPAは UNIQLOのビジネスモデルである．SPAは
すべての業務工程を自社で一貫して行う体制で，本

部と売り場が直結しているため迅速で正確な情報の

やり取りが可能である．新鮮で正確なデータから売

れる商品の開発，適正量の生産ができ，余剰在庫が

出るのをおさえつつも，ビジネスとして継続した利

益を上げることができる(1)．	

(3) SPAを支える IT 
SPA で体制が整っているのに IT がないと本社の
企画部で各売り場からの膨大な情報を次シーズンに

活かす事が出来ない．UNIQLOは国内外に多くの店
舗や工場を持つ事から遠方多数との迅速なやり取り

が必須である．SPAは ITでシステム化する事が前提
であり，IT の大きな恩恵を受けているビジネスモデ

ルである．		

 
3. 学習手法 
社会経験の少ない学生にとってビジネスに関する

学習主題は漠然としたもので，単なる知識付与型の

学習手法では学習効果が期待できない．そこで，抽

象度が高く，正解が一意に定まらない学習に適応し，

効果がある授業設計の枠組みを適用する(2)．この枠

組みでは以下(a)~(c)の方針をとる. 
(a) 学習者の既有知識の活用 

UNIQLOを題材とする事が当てはまる．学習者に
とって身近な事例を上げる事で経験や既有知識に結

びつけ理解させる． 
(b) 主題に関する真正な状況・文脈の提示 
ビデオを視聴させる．ただし，内容は学習主題(1)
のみを説明するもので，その後説明する学習主題

(2)(3)の内容と結びつけて能動的に理解せねばなら
ない．学習主題の関連性を含めて理解させる． 
(c) 自他の考えを対比する機会の提供 
他人の書いたレポートを読んでもらう．レポート

は結論が同じでも，学習者により切り口や着眼点が

異なり，内容が多様化する事が考えられる．自他の

考えを比較し，学習主題の理解を深める． 
 

4. 実験 
対象者は千葉工業大学情報ネットワーク学科 3年
生 6名で，授業形式でビデオ視聴と学習主題(2),(3)
の説明後，第一回レポート課題を出す．数日後，全

員分の解答をまとめた資料を配布し，読むように指

示する．第二回レポート課題を出し，提出後，アン

ケートを行った．  
使用したビデオはクローズアップ現代＋「新品の

服を焼却！売れ残り14億点の舞台裏」（約20分）で，
TV 番組形式で学習主題(1)余剰在庫問題の現状を紹
介し，原因や対策を深掘りしている． 
また，第一回レポートは学習手法の方針 3の「自
他の考えを対比する機会の提供」を効果的にするた

めに，学習者それぞれの着眼点や考えの違いによっ

て解答が変わり，他の学習者の第二回レポートへの
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刺激になるように設計されている．したがって「〜

の観点で」や「次の単語を使って説明せよ」などの

解答の的が絞られる問題の出し方はしていない． 
 
5. 結果 
提出されたレポートを「文章が論理的か」「切り口

が良いものか」「事実との整合性」「学習主題の理解

度」の観点で評価した．被験者 A~Fの結果を表 1に
示す． 
表 1の第二回レポート結果より，評価 5が 2人，
評価 4が 2人と，学習主題の理解はまずまず良好な
結果であった．また，第一回では評価 5はいなかっ
たが，内容は各学習者の着眼点や切り口が多様で，

前述した第一回レポートの出し方の狙いどおりの結

果となっていた．  
表 2，表 3にアンケート結果と自由記述例を示す． 
表 2 の質問Ⅰが，5.67 と高い値となっており，表 3
の①でも「自分が見落としていた部分の内容が得ら

れた」と，他人のレポートを参考にすることで学習

主題の理解が深まったことがわかる．ただし，質問

Ⅱで「レポートを出すのが大変だった」が 5.33で表
３の②でも「短期間で 2度もレポートを出すのは少

し面倒」とレポート執筆は学生にとって負荷がかか

っていることがわかった． 
質問Ⅲのビデオの内容については 1.83と低く，表
③でも「よりイメージが湧き、講義内容が入ってきや

すかった。」とビデオが適切に学習主題 1を説明し，
主題全体をつなぐ役割として機能していることがわ

かった． 
しかし，質問Ⅳ，Ⅴでは「経験や知識は講義内容

に結び付いたか」が 4.83で，「UNIQLOを良く利用
する」の 5.17を下回り，SDも 1.46で人によってば
らつきのある回答結果となった．UNIQLOについて
客としての経験や知識はあるものの，それが学習主

題に結び付いていない結果になった． 
 

表 1 レポート結果(5段階) 
レポート A B C D E F 

一回目 3 4 3 4 3 4 

二回目 4 5 2 5 3 4 
 

表 2 アンケート結果(7段階) 
質問	 平均	 SD 

Ⅰ．他の人の第一回レポートを見ること

により，理解が深まった	

5.67 0.47 

Ⅱ．レポートを出すのは大変だった	 5.33 0.47 

Ⅲ．ビデオは余分な情報が多く何が言い

たいかよくわからなかった	

1.83 0.69 

Ⅳ．UNIQLOを良く利用する	 5.17 1.34 

Ⅴ．UNIQLOを利用した経験やサービス
に関する知識は講義の内容と結びついた	

4.83 1.46 

 
表 3 アンケート結果(自由記述例) 

①他の人のレポートを見る事で、認識の違いや、着眼

点だったり自分のものと比較する形で新たな考え方

や、自分が見落としていた部分の内容が得られた。 
②短期間で2度もレポートを出すのは少し面倒だと

感じた	

③実際にビデオを見る事で、よりイメージが湧き、講

義内容が入ってきやすかった。 
④ビデオ内ではグラフや図などを用いて問題点が明ら

かになっていたのでわかりやすかった。また問題に対

する現状の理解も深まった。 
 

6. 考察 
結果から 3章で述べた学習手法の方針に沿って考
察する． 
(a) 学習者の既有知識の活用 
表 2の質問Ⅲより，UNIQLOを題材とする事は人
により効果に差がある事がわかった．学生は衣服を

店頭で購入しても，UNIQLOの SPAと ITの関わり
合いを直接実感する事はなく，経験や既有知識と学

習主題が結びつかなかったと考えられる．題材選定

が目的と整合しておらず，目標を十分に達成する事

ができなかった． 
(b) 主題に関する真正な状況・文脈の提示 
表 2，表 3 より，ビデオの使用は学習主題 1 の余
剰在庫問題の理解向上に有効であった．主題に関す

るリアルな状況を映像的に提示したうえで，学習者

に主題全体を理解してもらうのに適切なツールであ

ったと考えられる． 
(c) 自他の考えを対比する機会の提供 
第一回のレポートでは観点が被験者によって異な

り，レポートに関するアンケート結果より，自他の

考えを比較する事で学習主題の理解を実感する学生

が多いことから，学習主題の理解が深まった．した

がって，方針(c)を達成できたといえる．  
 

7. 今後の課題 
表 1の学習者 Cのように,	第二回レポートの評価
が一回目を下回った学習者がおり，原因を調査する

ため更にレポートの分析が必要である．また，レポ

ート執筆が不得手な学生や負担と感じる学生の対策

が今後の課題である．	
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